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ま
さ
に
、
朝
鮮
漢
詩
研
究
の
金
字
塔
が
誕
生
し
た
と
い
っ
て
過
言
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
朝
鮮
文
学
・
朝
鮮
史
や
漢
詩
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち

に
と
っ
て
必
読
・
必
携
の
名
著
と
い
え
よ
う
。
た
だ
惜
し
い
こ
と
に
は
、

三
百
数
十
頁
の
大
著
で
、
高
額
で
あ
る
た
め
、
手
軽
に
購
入
し
、
持
ち
歩

き
な
が
ら
読
む
に
は
適
さ
な
い
。
今
後
、
新
書
や
文
庫
の
分
冊
版
も
刊

行
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
読
者
に
愛
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
朝
鮮
漢
詩
古
今
名
作
選
』
は
、
古
朝
鮮
時
代
か
ら
李
氏
朝
鮮
時
代

の
終
わ
り
ま
で
に
作
ら
れ
た
漢
詩
の
う
ち
名
作
一
八
〇
余
首
を
選
定
し

て
、
正
確
で
自
然
な
日
本
語
の
訳
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
漢

詩
の
骨
格
と
容
貌
を
把
握
し
、
名
作
の
一
首
一
首
を
味
わ
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

編
著
の
下
定
雅
弘
・
豊
福
健
二
両
氏
は
、
主
に
中
国
の
古
典
文
学
を

研
究
し
て
お
ら
れ
る
が
、
朝
鮮
漢
詩
に
接
し
て
、
中
国
の
詩
と
共
通
す

朝
鮮
漢
詩
研
究
の
金
字
塔

吉
本　

一

Book Review

る
面
を
持
ち
つ
つ
も
独
特
の
味
わ
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い

う
。
こ
れ
を
日
本
の
読
者
に
伝
え
た
い
と
思
っ
た
の
が
本
書
の
編
訳
の

動
機
だ
と
の
こ
と
。
編
者
の
見
出
し
た
朝
鮮
漢
詩
の
独
特
の
味
わ
い
と

は
、
肉
親
に
対
す
る
情
愛
の
濃こ

ま

や
か
さ
・
深
さ
、
民
の
生
活
の
困
苦
の

率
直
な
表
現
、
社
会
の
不
正
を
憤
る
情
の
激
し
さ
、
外
か
ら
の
侵
攻
に

抗
せ
ん
と
す
る
気
概
、
党
派
闘
争
が
も
た
ら
す
苦
悩
、
女
性
詩
人
に
よ

る
男
女
の
愛
の
表
現
の
可
憐
さ
等
々
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、

評
者
も
賛
意
を
表
明
す
る
。

　

本
書
の
学
術
的
価
値
は
、
以
下
の
よ
う
な
点
に
あ
る
。
第
一
に
、
朝

鮮
漢
詩
の
中
で
も
真
に
価
値
の
あ
る
古
今
の
名
作
を
発
掘
・
選
定
し
て

い
る
。
第
二
に
、
正
確
で
自
然
な
日
本
語
訳
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
日
本
語
訳
は
、
編
者
ら
の
多
年
に
わ
た
る
中
国
文
学
研
究
の
知
見
に

裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
、
十
分
に
信
頼
が
置
け
る
。
第
三
に
、
語
釈
が
豊

下
定
雅
弘
豊
福
健
二
編
著

朝
鮮
漢
詩
古
今
名
作
選
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富
で
詩
句
の
典
拠
を
明
示
し
て
い
る
。
注
釈
を
見
る
と
、
中
国
の
詩
が

朝
鮮
の
知
識
人
に
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
が
理
解
で
き
、
日

本
・
朝
鮮
・
中
国
の
学
術
交
流
へ
の
糸
口
と
な
り
う
る
。

　

朝
鮮
の
詩
歌
に
は
、
漢
詩
と
は
別
に
、
郷
歌
、
歌
辞
、
時
調
な
ど
が

あ
る
。
郷
歌
と
は
、
七
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
一
〇
世
紀
初
め
ご
ろ
ま
で
作

ら
れ
た
定
型
詩
で
あ
る
。『
三
国
遺
事
』
に
一
四
首
、『
均
如
伝
』
に

一
一
首
、
合
わ
せ
て
二
五
首
の
み
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
も
う
少
し

範
囲
を
広
げ
て
考
え
る
説
も
あ
る
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
数
が
少
な
い
。

し
か
も
、
漢
字
の
音
と
訓
を
織
り
交
ぜ
た
郷
札
と
い
う
独
特
な
借
字
表

記
法
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
い
ま
だ
に
十
分
に
解
読
さ
れ

て
い
な
い
。
歌
辞
と
は
、
一
四
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
ご
ろ
ま
で

作
ら
れ
た
詩
歌
と
散
文
の
中
間
的
な
文
学
で
あ
る
。
士
大
夫
、
僧
侶
、

宗
教
家
、
婦
女
子
、
平
民
な
ど
多
く
の
人
々
が
創
作
し
、
数
も
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。
時
調
と
は
、
時
節
歌
謡
、
つ
ま
り
当
時
流
行
し
て
い
た

歌
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
本
来
は
音
楽
的
な
概
念
だ
っ
た
が
、
近
代
に

な
っ
て
西
欧
か
ら
流
入
し
て
き
た
自
由
詩
な
ど
と
区
別
す
る
た
め
に
文

学
的
な
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
〇
世
紀
末
ご
ろ

か
ら
作
ら
れ
は
じ
め
、
現
代
に
お
い
て
も
作
ら
れ
て
い
る
。
時
調
の
最

も
基
本
的
な
形
式
は
、
初
章
（
三
・
四
・
三
・
四
）、
中
章
（
三
・
四
・
三
・
四
）、

終
章
（
三
・
五
・
四
・
三
）
と
い
う
、
四
三
音
か
ら
成
る
も
の
だ
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
式
が
あ
り
、
か
な
り
自
由
に
変
え
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
。

　

朝
鮮
に
は
固
有
の
文
字
が
な
か
っ
た
た
め
、
漢
字
・
漢
文
に
よ
っ
て

文
章
が
書
か
れ
て
い
た
。
一
五
世
紀
に
至
っ
て
訓
民
正
音
（
ハ
ン
グ
ル
）

が
創
製
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
知
識
層
は
依
然
と
し
て
漢
字
・
漢
文
で
文

章
を
書
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
漢
詩
は
決
し
て
朝
鮮
詩
歌
の
中
で
傍
流

で
は
な
く
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。
本
書
が
扱
っ
て
い
る
の
は
、

朝
鮮
の
漢
詩
と
朝
鮮
語
の
詩
歌
の
漢
訳
で
あ
る
。
ぜ
ひ
と
も
、
多
く
の

人
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
本
書
を
執
筆
す
る
に
至
っ
た
動
機
、
研
究
の
経

緯
や
意
義
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。「
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
朝
鮮
漢
詩
の
名
作
を
味
読
す
る
こ
と
は
、

今
日
の
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
・
大
韓
民
国
）
に
つ
い
て
我
々

が
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
文
学
・
映
画
・
音
楽
、
そ
の
他
の
芸
術
を
含

む
文
化
と
相
即
し
つ
つ
、
朝
鮮
、
そ
し
て
朝
鮮
民
族
の
社
会
・
文
化
と

思
想
・
感
情
に
つ
い
て
、
立
体
的
で
深
い
理
解
を
得
る
上
で
、
大
い
に

益
す
る
所
が
あ
る
」。
日
本
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
・
大
韓
民

国
の
関
係
は
、
昨
今
、
特
に
緊
張
関
係
の
中
に
あ
る
が
、
お
互
い
を
理

解
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
文
化
的
交
流
が
切
実
に
望
ま
れ
る
。

　

本
編
は
、
時
代
別
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
各
時
代
に
作
ら
れ
た
代
表

的
な
漢
詩
の
作
者
を
紹
介
し
た
後
、
名
作
漢
詩
と
読
み
下
し
文
を
掲
載

し
、
現
代
語
訳
、
語
釈
、
補
説
な
ど
を
付
け
て
い
る
。

　

第
一
章
は
、
古
朝
鮮
時
代
か
ら
後
三
国
時
代
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
古
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代
の
時
代
区
分
に
関
し
て
は
異
説
も
多
く
、
明
確
に
分
か
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
ま
ず
、
檀
君
朝
鮮
（
紀
元
前
二
三
〇
〇
年
頃
～
紀
元
前
一
一
〇
〇

年
頃
）、
箕
子
朝
鮮
（
紀
元
前
一
一
〇
〇
年
頃
～
紀
元
前
一
九
五
年
頃
）、
衛
満

朝
鮮
（
紀
元
前
一
九
五
年
頃
～
紀
元
前
一
〇
八
年
）
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
併
せ
て
古
朝
鮮
時
代
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
、
原
三

国
時
代
（
紀
元
前
後
～
紀
元
後
三
〇
〇
年
頃
）、
三
国
時
代
（
四
世
紀
～
七
世

紀
）、
南
北
国
時
代
（
六
九
八
年
～
九
二
六
年
）、
後
三
国
時
代
（
八
九
二
年
～

九
三
六
年
）
が
続
く
。
麗
玉
の
「
箜く

ご篌
引い

ん

」、
無
名
氏
の
「
亀
何
歌
」、
瑠
璃

明
王
の
「
黄
鳥
歌
」
な
ど
は
、
五
言
詩
が
成
立
す
る
以
前
の
古
い
形
式
を

残
し
て
お
り
、
朝
鮮
漢
詩
の
出
発
点
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
。

　

第
二
章
は
、
高
麗
時
代
（
九
一
八
年
～
一
三
九
二
年
）
を
扱
っ
て
い
る
。

李
奎
報
の
「
東
明
王
篇
並
序
」
は
、
朝
鮮
最
高
の
叙
事
詩
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
朝
鮮
史
の
重
要
資
料
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
本
邦
初
の
翻
訳
で
、

「『
朝
鮮
女
流
漢
詩
選
集　

花
束
』
に
つ
い
て
」（『
異
文
化
交
流
』
一
八
号
、

二
〇
一
八
年
）
で
申
師
任
堂
・
黄
真
伊
・
許
蘭
雪
軒
、「
朝
鮮
の
放
浪
詩

人
金
笠
の
漢
詩
」（『
異
文
化
交
流
』
一
九
号
、
二
〇
一
九
年
）
で
金
笠
の

漢
詩
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
偶
然
に
も
対
象
と
し
た
漢
詩
が
ほ
と
ん

ど
重
な
っ
て
い
な
い
。
本
書
と
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

　

巻
末
に
は
、
附
録
と
し
て
、
小
辞
典
、
関
係
地
図
、
略
年
表
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
小
辞
典
で
は
朝
鮮
の
漢
詩
を
理
解
す
る
た
め
の

用
語
の
解
説
が
施
さ
れ
て
お
り
、
読
者
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
。

　

韓
国
の
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
が
日
本
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
歴
史
を
素
材
と
し
た
も
の
も
多
い
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
ら
は
史
実
と
異
な
る
点
が
多
い
け
れ
ど
も
、
朝
鮮
の
歴
史
は
映
画

や
ド
ラ
マ
に
劣
ら
ず
非
常
に
劇
的
で
興
味
深
い
。『
朝
鮮
漢
詩
古
今
名

作
選
』
の
記
述
を
補
う
よ
う
な
形
で
、
朝
鮮
時
代
初
期
の
歴
史
を
少
し

だ
け
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　

高
麗
時
代
末
期
の
一
三
八
八
年
、
明
の
前
進
基
地
で
あ
る
遼
東
地
域

へ
の
攻
撃
を
命
じ
ら
れ
た
李
成
桂
・
曺
敏
修
ら
は
、
威
化
島
（
中
朝
国

境
を
流
れ
る
鴨
緑
江
下
流
に
位
置
す
る
中
州
）
ま
で
到
達
し
た
が
、
状
況

的
に
難
し
い
と
判
断
し
て
撤
退
し
た
。
そ
の
後
、
遠
征
を
命
じ
た
禑
王

を
廃
し
、
曺
敏
修
ら
が
そ
の
子
の
昌
王
を
立
て
た
。
翌
年
、
李
成
桂
と

曺
敏
修
が
対
立
し
、
李
成
桂
ら
は
、
曺
敏
修
を
流
罪
と
し
、
昌
王
を
廃

し
て
恭
譲
王
を
立
て
た
。

今
後
の
研
究
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
詩
の
紹
介
だ
け
で

も
四
〇
頁
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は
、
朝
鮮
時
代
（
一
三
九
二
年
～
一
九
一
〇

年
）
と
、
韓
国
併
合
時
代
（
一
九
一
〇
年
～
一
九
四
五
年
）
の
う
ち
一
九

二
〇
年
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
分
量
的
に
全

体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
多
く
の
詩
人
と
多
様
な
詩
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
時
間
を
か
け
て
読
み
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
味
わ
う

に
値
す
る
。
評
者
も
同
僚
の
佐
藤
浩
一
氏
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
、
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李
成
桂
の
友
人
で
あ
っ
た
鄭
夢
周
は
、
李
成
桂
が
王
座
を
奪
お
う
と

し
て
い
る
の
を
知
っ
て
対
立
し
た
。
あ
る
日
、
鄭
夢
周
が
様
子
を
う
か

が
う
た
め
に
李
成
桂
の
家
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
李
成
桂
の
五
男
、
李
芳

遠
が
も
て
な
し
た
。
李
芳
遠
は
、
で
き
れ
ば
鄭
夢
周
を
仲
間
に
し
た
い

と
、
酒
を
注
ぎ
な
が
ら
歌
を
詠
ん
だ
。
自
分
た
ち
と
一
緒
に
新
し
い
時

代
を
生
き
よ
う
と
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

이
런
들
엇
더

며
져
런
들
엇
더

료
、
만
수
산
（
萬
壽
山
）
드
렁

츩
이
얼
거
진
들
엇
더

리
、우
리
도
이

치
얼
거
져
백
년（
百
年
）


지
누
리
리
라
。

　

こ
う
で
あ
ろ
う
と
い
い
で
は
な
い
か
。
あ
あ
で
あ
ろ
う
と
い
い
で
は

な
い
か
。
万
寿
山
の
葛か

ず
ら
の
蔓つ
る

が
か
ら
ま
ろ
う
と
い
い
で
は
な
い
か
。

我
々
も
こ
の
よ
う
に
か
ら
ま
っ
て
百
年
ま
で
生
き
よ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、鄭
夢
周
は
こ
う
応
え
た
。
高
麗
王
の
忠
臣
と
し
て
、

ほ
か
の
王
に
仕
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。

이
몸
이
죽
고
죽
어
일
백
번
고
쳐
죽
어
、
백
골
이
진
토
되
여
넋

이
라
도
있
고
없
고
、
님
향
한
일
편
단
심
이
야
가
실
줄
이
있
으

랴
。

　

こ
の
身
が
死
に
死
ん
で
、
一
百
回
繰
り
返
し
死
ん
で
、
白
骨
が
塵
土

と
な
り
、
魂
す
ら
あ
り
や
な
し
や
。
主
へ
の
一
片
丹
心
（
真
心
か
ら

の
赤
誠
）
が
消
え
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
歌
は
「
何
如
歌
」「
丹
心
歌
」
と
し
て
現
代
の
人
々
に
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
「
丹
心
歌
」
は
一
途
な
忠
誠
心
を
表
す
も
の

と
し
て
愛
唱
さ
れ
て
い
る
。
口
か
ら
口
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
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後
に
漢
詩
に
訳
さ
れ
、
さ
ら
に
時
調
に
変
容
し
た
。
漢
詩
版
は
、
本
書

の
一
四
一
～
一
四
二
頁
と
一
三
六
～
一
三
八
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
返
歌
を
聞
い
た
李
芳
遠
は
鄭
夢
周
の
意
志
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
諦
め
、
部
下
に
命
じ
て
鄭
夢
周
の
帰
り
道
に
待
ち
伏
せ
さ
せ

て
彼
を
殺
害
し
た
。

　

一
三
九
二
年
、
李
成
桂
は
、
恭
譲
王
を
廃
し
て
王
位
に
就
い
た
。
翌

年
、
明
の
洪
武
帝
の
裁
可
を
経
て
、
国
号
を
朝
鮮
と
し
た
。
李
成
桂
（
太

祖
）
は
、
第
二
夫
人
を
寵
愛
し
、
そ
の
子
、
李
芳
碩
を
後
継
者
に
し
よ
う

と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
第
一
夫
人
の
子
ら
は
憤
慨
し
た
。

朝
鮮
建
国
に
大
き
く
貢
献
し
た
五
男
、
李
芳
遠
は
、
こ
れ
を
画
策
し
た

臣
下
ら
を
殺
害
し
、
第
二
夫
人
の
子
ら
も
殺
害
し
た
。
太
祖
は
こ
の
知

ら
せ
を
聞
い
て
激
怒
し
、
嘆
き
悲
し
ん
だ
。
そ
し
て
、
次
男
、
李
芳
果

に
王
位
を
譲
っ
て
都
を
去
っ
た
。
李
芳
果
（
定
宗
）
は
第
二
代
王
と
な
っ

た
が
、
二
年
あ
ま
り
で
、
弟
の
李
芳
遠
に
王
位
を
譲
っ
た
。
李
芳
遠
（
太

宗
）
が
第
三
代
王
と
な
っ
た
。
太
宗
は
血
な
ま
ぐ
さ
い
権
力
闘
争
の
末

に
王
位
に
就
い
た
が
、
在
位
期
間
中
は
善
政
を
施
し
、
国
家
的
基
盤
を

確
立
し
た
。
太
宗
の
後
を
継
い
で
、
三
男
、
李
祹
（
世
宗
）
が
第
四
代
王

と
な
っ
た
。
世
宗
は
、
訓
民
正
音
（
ハ
ン
グ
ル
）
の
創
製
を
は
じ
め
と
し

て
、
数
多
く
の
輝
か
し
い
治
績
を
残
し
た
。
彼
は
晩
年
、
長
男
、
李
珦

に
王
位
を
譲
っ
た
。
し
か
し
、
李
珦
が
虚
弱
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
を

心
配
し
、
長
孫
、
李
弘
暐
の
こ
と
を
臣
下
た
ち
に
頼
ん
だ
。
李
珦
（
文

宗
）
は
第
五
代
王
と
な
っ
た
が
、
病
弱
で
、
二
年
あ
ま
り
で
こ
の
世
を

去
っ
た
。
文
宗
も
ま
た
後
の
こ
と
を
心
配
し
、
長
男
、
李
弘
暐
の
こ
と

を
臣
下
た
ち
に
頼
ん
だ
。
李
弘
暐
（
端
宗
）
が
第
六
代
王
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
即
位
し
た
と
き
、
数
え
年
一
二
歳
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
世
宗

の
次
男
、
李
瑈
は
、
一
部
の
臣
下
た
ち
と
画
策
し
、
甥
の
端
宗
か
ら
王

位
を
簒
奪
し
た
。
李
瑈
（
世
祖
）
が
第
七
代
王
と
な
っ
た
。
世
宗
や
文

宗
の
遺
言
を
守
っ
て
端
宗
を
復
位
さ
せ
よ
う
と
し
た
忠
臣
ら
が
い
た

が
、
こ
の
企
て
が
発
覚
し
、
世
祖
ら
の
追
及
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

成
三
問
・
朴
彭
年
・
河
緯
地
・
李
塏
・
柳
誠
源
・
兪
応
孚
ら
は
、
処
刑
さ

れ
た
り
自
殺
し
た
り
し
た
。
彼
ら
を
死
六
臣
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
金
時
習
・

元
昊
・
李
孟
専
・
趙
旅
・
成
聃
寿
・
南
孝
温
ら
は
、
処
刑
は
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
官
職
を
辞
し
て
抵
抗
の
意
を
示
し
た
。
彼
ら
を
生
六
臣
と
呼
ぶ
。

一
方
、
端
宗
は
、
世
祖
ら
に
よ
っ
て
、
太
上
王
（
退
位
し
た
王
）
か
ら
一

王
族
へ
、
さ
ら
に
庶
民
の
身
分
へ
と
落
と
さ
れ
、
自
殺
に
追
い
や
ら
れ

た
と
さ
れ
る
。
成
三
問
・
李
塏
・
兪
応
孚
・
端
宗
の
漢
詩
も
本
書
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
も
、
朝
鮮
の
歴
史
は
劇
的
に
展
開
す
る
。

　

朝
鮮
時
代
の
王
は
、
二
七
代
ま
で
続
い
た
。
廟
号
は
、
太
祖
、
定
宗
、

太
宗
、
世
宗
、
文
宗
、
端
宗
、
世
祖
、
睿
宗
、
成
宗
、
燕
山
君
、
中
宗
、

仁
宗
、
明
宗
、
宣
祖
、
光
海
君
、
仁
祖
、
孝
宗
、
顕
宗
、
粛
宗
、
景
宗
、

英
祖
、
正
祖
、
純
祖
、
憲
宗
、
哲
宗
、
高
宗
、
純
宗
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
見
る
と
、「
～
祖
」「
～
宗
」「
～
君
」
と
な
っ
て
い
る
。
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「
～
祖
」は
本
来
、王
朝
の
始
祖
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、

李
氏
朝
鮮
で
は
、「
～
祖
」
が
複
数
い
る
。
世
祖
の
場
合
、
端
宗
か
ら

王
位
を
奪
っ
て
弱
体
化
し
て
い
た
王
朝
を
復
興
さ
せ
た
た
め
、
建
国
に

匹
敵
す
る
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
理
由
で
「
～
祖
」
が
与
え
ら
れ
、

ま
た
世
宗
の
精
神
を
継
承
し
た
と
い
う
理
由
か
ら
世
祖
と
名
づ
け
ら
れ

た
。
仁
祖
の
場
合
、
光
海
君
が
廃
位
さ
れ
て
王
位
に
就
い
た
た
め
、
や

は
り
新
王
朝
の
建
国
に
匹
敵
す
る
と
い
う
理
由
で
「
～
祖
」
が
与
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
宣
祖
、
英
祖
、
正
祖
、
純
祖
の
場
合
、
も
と
も
と
の
廟

号
は
宣
宗
、
英
宗
、
正
宗
、
純
宗
で
あ
っ
た
が
、
後
の
王
の
時
代
に
「
～

祖
」
に
格
上
げ
さ
れ
た
。

　
「
～
宗
」
は
通
常
の
廟
号
で
あ
り
、
徳
の
あ
る
王
に
与
え
ら
れ
た
。

現
代
に
お
い
て
は
世
宗
が
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
さ

ほ
ど
高
い
評
価
を
得
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
現
代
的
な
評
価

を
加
味
し
て
、
世
宗
大
王
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
端
宗
の
場
合
、
世
祖
に

王
座
を
奪
わ
れ
、
魯
山
君
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
後
に
端
宗
と
い
う
廟

号
が
与
え
ら
れ
た
。

　
「
～
君
」
は
、
生
前
か
ら
男
の
王
族
に
付
け
ら
れ
る
称
号
で
あ
っ
て
、

正
確
に
は
廟
号
で
は
な
い
。
王
の
座
か
ら
追
放
さ
れ
た
た
め
、
王
と
し

て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
、
中
に
は
、
太
祖
と
太
宗
、
世
祖
と

世
宗
、
仁
祖
と
仁
宗
、
純
祖
と
純
宗
の
よ
う
に
、
似
通
っ
て
い
て
ま
ぎ

ら
わ
し
い
廟
号
が
あ
る
。
し
か
し
、
似
通
っ
て
い
て
も
明
ら
か
に
別
人

で
あ
り
、
間
違
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

本
書
が
非
常
に
優
れ
た
研
究
成
果
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

誤
植
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え

ば
、
世
祖
の
こ
と
を
世
宗
（
一
四
六
頁
・
一
八
一
頁
）、
李
芳
遠
の
こ
と

を
李
成
桂
（
一
四
二
頁
）
と
書
い
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
恭
愍
王
を

共
愍
王
（
一
二
〇
～
一
二
一
頁
）、
金
宗
瑞
を
金
宗
端
（
一
五
〇
～
一
五
一

頁
）、
景
哀
王
を
景
愛
王
（
二
五
七
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
そ
の
他
に
も

細
か
い
誤
字
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ち
い
ち
取
り
上
げ
な
い
。
誤
植
を

修
正
し
た
改
訂
版
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

最
後
に
、
蛇
足
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ
と
こ
と
付
け
加
え
て
お
く
。

本
書
一
八
三
～
一
八
四
頁
に
、
申
師
任
堂
の
「
踰
大
関
嶺
望
親
庭
（
大

関
嶺
を
踰
え
て
親
庭
を
望
む
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
語
の
「
親

庭
」
は
、
結
婚
し
た
女
性
の
実
家
を
指
す
。
本
書
の
解
説
で
は
父
母
と

書
か
れ
て
い
る
。
朝
鮮
の
漢
詩
に
お
い
て
、
漢
語
が
本
来
の
意
味
で
使

わ
れ
て
い
る
か
、朝
鮮
語
の
中
で
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
も
、

検
討
の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
よ
し
も
と
・
は
じ
め　

東
海
大
学
）
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